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束
脩
・
月
謝
か
ら
学
費
へ

　

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
、
中
央
大
学
の
高
文
司
法
科
試
験

合
格
者
数
は
七
〇
名
に
達
し
、
東
京
帝
国
大
学
の
五
五
名
を
抜
い

て
全
国
大
学
中
の
首
位
に
躍
り
出
た
。

　

こ
の
状
況
は
翌
年
以
降
も
続
き
、
四
二
年
に
は
司
法
科
試
験
合

格
者
総
数
三
二
一
人
中
、
一
一
九
人
を
中
央
大
学
出
身
者
が
占
め

る
と
い
う
躍
進
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
快
挙
に
対
す
る
社

会
的
反
響
も
大
き
く
、
中
央
大
学
へ
の
入
学
志
願
者
数
は
学
部
・

予
科
・
専
門
部
と
も
に
急
激
な
増
加
傾
向
を
み
せ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
受
験
者
数
の
激
増
と
は
裏
腹
に
、
こ
の
時
期

以
降
、
中
央
大
学
の
経
営
基
盤
は
急
速
に
弱
体
化
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
。
そ
の
原
因
は
、
三
八
年
の
国
家
総
動
員
法
公
布
を
受
け

て
、
文
部
省
が
推
し
進
め
た
対
私
学
政
策
の
影
響
に
あ
っ
た
。

　

私
立
大
学
を
戦
時
体
制
に
組
み
入
れ
る
た
め
、
学
校
教
練
の
実

施
や
学
校
報
国
団
の
組
織
化
を
進
め
て
い
た
文
部
省
は
、
四
一
年

十
月
に
大
学
・
専
門
学
校
の
修
学
期
間
を
三
ヵ
月
短
縮
し
、
各
校

に
い
わ
ゆ
る
「
繰
り
上
げ
卒
業
」
を
実
施
さ
せ
た
。

　

さ
ら
に
翌
年
八
月
に
は
、
予
科
の
修
学
期
間
を
三
年
か
ら
二
年

へ
と
短
縮
す
る
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
黙
認
し
て
い
た
私
立
大
学

の
定
員
超
過
を
四
二
年
度
以
降
は
厳
禁
す
る
方
針
を
と
り
、
在
学

生
数
の
減
少
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
四
三
年
に
施
行

さ
れ
た
学
生
の
徴
兵
猶
予
停
止
と
学
徒
出
陣
の
前
提
と
な
る
措
置

で
あ
る
と
と
も
に
、
中
央
大
学
を
含
む
全
私
立
大
学
の
財
政
基
盤

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

中
央
大
学
で
は
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
に
対
応
し
て
実
施

し
た
四
〇
年
四
月
の
学
費
改
定
に
よ
り
、
年
額
授
業
料
は
学
部

一
三
〇
円
（
夜
間
部
一
一
〇
円
）・
予
科
一
一
〇
円
（
第
二
予
科

一
〇
〇
円
）・
専
門
部
一
〇
〇
円
（
夜
間
部
七
七
円
）
と
な
っ
て

い
た
が
、四
二
年
九
月
の「
繰
り
上
げ
卒
業（
第
五
八
回
卒
業
式
）」

の
実
施
以
降
、
学
部
専
門
部
授
業
料
の
年
額
四
分
の
一
が
徴
収
不

能
と
な
り
、
さ
ら
に
予
科
二
年
制
の
実
施
に
と
も
な
う
授
業
料
収

入
の
減
少
も
確
定
的
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
上
、
定
員
超
過
の
厳
禁
に
よ
り
、
減
収
分
を
補
塡
す
る
道
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中
央
大
学
の
学
費
（
昭
和
期
二
）

も
絶
た
れ
る
と
い
う
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

従
来
か
ら
財
団
法
人
の
経
営
者
で
あ
る
理
事
・
監
事
は
す
べ
て
無

給
で
あ
っ
た
た
め
、
経
費
の
節
約
も
期
待
で
き
ず
、
戦
時
体
制
下

の
物
価
上
昇
の
も
と
で
、
篤
志
家
の
寄
付
を
募
る
こ
と
も
不
可
能

に
近
か
っ
た
。

　

そ
の
た
め
中
央
大
学
で
は
四
三
年
二
月
に
学
費
改
定
を
断
行

し
、
年
額
授
業
料
を
学
部
一
八
〇
円
（
夜
間
部
一
五
〇
円
）・
予

科
一
五
〇
円
（
第
二
予
科
一
二
〇
円
）
専
門
部
一
五
〇
円
（
夜
間

部
一
二
〇
円
）
へ
と
値
上
げ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
学
費
値

上
げ
も
、
大
学
経
営
を
安

定
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
四
三
年
、
東
条

英
機
内
閣
は
文
科
系
大
学

の
学
部
予
科
定
員
を
三
分

の
一
に
、
文
科
系
専
門
学

校
・
専
門
部
定
員
を
二
分

の
一
に
削
減
す
る
と
と
も

に
、
文
科
系
大
学
・
専
門

学
校
を
統
廃
合
し
て
理
科

系
大
学
・
専
門
学
校
へ
転
換
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
翌
四
四

年
に
は
学
徒
勤
労
令
を
公
布
し
て
、
文
科
系
在
学
生
の
さ
ら
な
る

削
減
を
強
要
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
中
央
大
学
に
お
い
て
も
同
年
四
月
に
商
学
部
・

専
門
部
商
科
の
学
生
募
集
が
停
止
さ
れ
、
十
月
か
ら
は
板
橋
陸
軍

造
兵
廠
な
ど
へ
の
通
年
動
員
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

四
五
年
二
月
段
階
の
試
算
で
は
、
四
三
年
度
の
総
収
入

一
三
五
万
余
円
に
対
し
、
四
四
年
度
は
五
〇
万
余
円
、
四
五
年
度

に
は
三
九
万
余
円
へ
の
大
減
収
が
算
出
さ
れ
て
い
る
。
大
学
経
営

を
維
持
す
る
方
法
は
、学
費
の
再
値
上
げ
を
残
す
の
み
で
あ
っ
た
。

　

四
五
年
二
月
、
中
央
大
学
は
再
び
学
費
改
定
を
文
部
省
に
申
請

し
た
。
新
学
費
は
、
学
部
の
年
額
授
業
料
が
二
八
〇
円
（
夜
間
部

二
五
〇
円
）、
予
科
二
五
〇
円
（
第
二
予
科
二
〇
〇
円
）、
専
門
部

二
五
〇
円（
夜
間
部
二
二
〇
円
）と
大
幅
に
値
上
げ
さ
れ
て
お
り
、

三
月
三
十
一
日
に
文
部
省
の
認
可
を
受
け
た
の
ち
、
四
月
か
ら
実

施
さ
れ
て
危
機
的
な
大
学
財
政
を
好
転
さ
せ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
同
三
月
十
八
日
に
す
べ
て
の
学
校
授
業
が

一
年
間
停
止
さ
れ
た
た
め
、
学
費
の
再
値
上
げ
は
何
の
効
果
も
あ

げ
ら
れ
な
い
ま
ま
、
中
央
大
学
を
は
じ
め
ほ
と
ん
ど
の
私
立
大
学

の
経
営
基
盤
が
事
実
上
解
体
し
た
の
で
あ
っ
た
。

高文合格者数の躍進と大学予科期間の短縮を報じ
る『中央大学新聞』（1942 年 9月 15日）


